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プロセスアプローチを
使用して 
パフォーマンスを向上
ISO 9001品質マネジメントシステム
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プロセスを管理してISO 9001の 
パフォーマンスを最適化
プロセスアプローチは附属書SLの一部であり、ISO 9001を含む全ての新規およ
び改訂されたISOマネジメントシステム規格に共通する上位構造です。
ISO 9001は、組織にプロセスアプローチをとることを要求しており、組織の業務を360度の
視野で示しています。

プロセスはどのようなシステムにとって
も重要です。なぜなら、プロセスは重要
な要素と行動が互いにどのように関連し
ているか、また正しい組み合わせと順序
がどのように結果を生み出すかを示すか
らです。PDCA（Plan-Do-Check-Act）
サイクルを通じてプロセスを管理するこ
とで、組織は自らの組織構造を改善し、資
源を割り当て、手順と活動を最適化する
ことができます。

組織の状況を定義し、トップマネジメ
ントに焦点を当てることで、ビジネス
の全ての部分がどのように組み合わさ
れるかをより広い視野で見ることが
できます。したがって、プロセスアプ
ローチを用いることにより、組織全体
を考慮することを可能にする洞察と構
造が得られます。

プロセスアプローチとは
プロセスとは、インプットをアウト
プットに変換する、相互に関連または
相互作用する活動の組み合わせです。
これは、環境とは独立して設定された
定型的な動作である手順を超えた取り
組みです。プロセスアプローチでは、
手順は多元的で、常に進化し、最適化
されます。異なる部門や部署にわたっ
て組織を水平的に反映します。

プロセスアプローチでは、必要なイン
プットと望ましいアウトプットを検討
するだけでは不十分です。1つの変更
がシステム全体に影響する可能性があ
るため、各ステップの順序と関係を考
慮する必要があります。

その結果としてプロセスアプローチ
は、実行すべき措置にとどまらず、責
任と権限の割り当て、資源のマネジメ
ント、パフォーマンスの測定などを含
む必要があります。

組織の各部署または領域には、全体的
なプロセスアプローチに関連する独自
の手順があり、機会とリスクのバラン
スを取っています。例えば、営業チー
ムが受注を増やすチャンスだと考えて
いても、生産チームはその受注の履
行にリスクがあり、品質が低下する可
能性があると考えるかもしれません。
システム全体に適切な権限があること
は、ターゲット内の潜在的対立を緩和
するのに役立ちます。

資源配分も重要な側面です。予算編成
と人員配置は常に組織内のトピックで
あり、資材と人員を投資または撤収す
る場所の決定はプロセスアプローチの
一部です。

資源がどのように割り当てられている
かを全てのプロセスで確認しながら、
資源の可用性と提供の確保を考慮する
必要があります。

全てのシステムは、有効性を測定する
ためのコントロールを必要とします。
品質マネジメントシステム（QMS）が
事業全体の戦略や目標と整合していれ
ば、プロセスアプローチに適切な基準
や業績評価指標が備わり、組織が成功
している部分と改善が必要な部分を評
価することができます。

また、認証取得の過程で発生するリス
クや機会に対しても、より適切な対応
ができるようになります

プロセスアプローチを導入し、PDCAサ
イクルを活用することで、組織はより効
果的かつ効率的なものになります。

プロセスアプローチはISO 
9001にどのように組み込まれ
ているか
活動をシステムの一部として理解し、測
定すると、一貫した結果が得られます。

トップマネジメントはプロセスアプロー
チを推進し、必要に応じて資源、優先順
位、コミュニケーションを拡大します。

各部署の部門長は、相互作用と関係を判
断できるように、それぞれの領域のプロ
セスの権限を持つ必要があります。

ISO 9001の認証は、プロセスアプロー
チの主要な要素に関連しています。ス
テップ1として、システムの目的とそれを
達成するために必要なプロセスを定義し
ます。この場合も、全体的なビジネス戦
略、目標、組織の状況を含む組織全体を
念頭に置いて行われます。

責任の所在を明らかにし、資源の能力
と制約を理解し、より大きなシステム
に対する小さなプロセスのタイミング
での影響を理解することは、全て必要
な作業です。

また、管理者は、マネジメントシステ
ム内のプロセスを分析および評価する
ために、適切な情報が利用可能である
ことを確保しなければなりません。
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プロセスアプローチが文化的
エンゲージメントとベストプ
ラクティスを推進する方法
適切な品質マネジメントシステムとプ
ロセスを設定することは組織にとって
非常に重要ですが、物事を動かすのは
それに関わる人間です。徹底した正確
なプロセスアプローチは、実際に組織
を反映しています。それは組織文化を
体現し、何を重視し、どのように物事
を成し遂げるかを表しています。

プロセスの中で働く従業員にとって、
正しいアプローチは意思決定の明確性
を高め、目的意識を高める良い方法で
す。文化的エンゲージメントを生み出
すには、従業員が自分の仕事に意味が
あると感じることが重要です。組織全
体を説明するプロセスは、各部署をビ
ジネス目標に結び付けるのに役立ち、
全体的な目標に対する個々の貢献を促
進します。

進化するプロセスアプローチは、ビジ
ネス活動を審査するための構造と文書
を提供してくれます。PDCAサイクル
によるプロセスの測定と継続的な最適
化が、ベストプラクティスのアプロー
チとなります。

新たなリスクや機会を常に評価し、プロ
セスが適切に運営されていることを確認
することで、豊富なデータセットと洞察の
ライブラリーを得ることができます。ここ
では、何が成功し、何が目標を達成でき
なかったかだけでなく、結果の背景にあ
る理由と要因も浮き彫りになります。こ
の種の学習は、組織を前進させ続けるた
めに不可欠です。

プロセスアプローチが組織に
どのようなメリットをもたら
すか
文化的エンゲージメントとベストプラ
クティスに加えて、プロセスアプロー
チから得られるメリットはさらに大き
いものがあります。

組織プロセスの計画、実施、チェック、 
改善を体系的に管理する正当な理由は
たくさんあるため、リストアップする
とかなりの数になります。

全体として、組織目標をより一貫して
達成し、顧客満足度と信頼性を高め、
評判を向上させることができるように
なります。

もう1つの大きなメリットは、組織の
信頼性を高めてくれることです。プロ
セスアプローチは最も重要なリスクと
機会を説明するため、不確実性を扱う
方法を確立します。さらに、構造と評
価を提供することで、結果を予測しや
すくなります。

プロセスアプローチは、資源を最も重要
な領域に集中させ、部署プロセス間の関
係をより完全に理解して効率を高めるこ
とで、資源の管理を促進します。
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また、有効性を評価するための幅広い
アウトプットを測定・評価する手段を
提供します。簡単に言えば、プロセス
を効果的に管理する組織は、その市場
において競争優位性を持つことになり
ます。

プロセスアプローチの改善と
実施方法
品質マネジメントシステムは、組織が
より成功できるように設計されたツー
ルです。コンプライアンスの達成は、
単に壁に飾るための証明書に留まら
ず、有効性と効率性を確保するための
手段でもあります。ISO 9001は、組
織が直面する問題と現実の状況を反映
しています。

ISO 9001への準拠と将来の成功のた
めには、適切な審査、文書化、計画が
不可欠です。強固なプロセスアプロー
チのマネジメントシステムを構築する
ためには、規格に関する専門知識を持
ち、組織の状況、構造、主要な問題を
理解している公平なパートナーと協力
することが不可欠です。

LRQAは、全ての組織とその品質マネ
ジメントシステムがそれぞれ唯一の
ものであることを認識しています。
LRQAは、クライアントとそのビジネ
スのニーズと固有の状況を理解するた
めに時間をかけ、判断力と感受性と配
慮をもって対応します。LRQAの独立
性は、全ての人に最高の水準と最高の
結果をもたらすために正しい方法で物
事を行うことを約束するものであり、
クライアントに私たちの決断を信頼し
ていただくことができます。

次のステップ
ISO 9001の認証は、組織にとって、
独自の強力なマネジメントシステムを
通じて、ビジネスにおけるリーダー
シップを強化する絶好の機会です。そ
のためには、ソリューションを構築す
るための専門知識とスキルを備えた、
個々のビジネスニーズを徹底的かつ公
平に審査できる独立したパートナーを
持つことが有益です。

LRQAは、全ての組織とその品質マネ
ジメントシステムがそれぞれ唯一の
ものであることを認識しています。
LRQAは、クライアントとそのビジネ
スのニーズと固有の状況を理解するた
めに時間をかけ、判断力と感受性と配
慮をもって対応します。

LRQAが提供可能な支援
教育研修

ISO 9001の実践的な教育研修コース
を提供しており、訓練された有資格の
講師が指導します。LRQAのコースの
多くは、関連する専門機関によって認
定され、LRQAのマネジメントシステ
ム評価の経験に基づいています。

LRQAは、カスタマイズされた保証
サービスを通じて、オーダーメイドの
教育研修ソリューションを含む、公的
および社内の教育研修サービスを提供
しています

ギャップ分析

審査員が実施するギャップ分析を通じ
て、正式な審査訪問の前に、システム
の重要な領域、リスクの高い領域、ま
たは脆弱な領域に集中できます。品質
マネジメントシステム導入の初期段階
や準備段階に関わらず、適用範囲はク
ライアントご自身で決定していただく
ことが可能です。

審査と認証

LRQAは、業界のニーズを満たすよう
に設計された専門家のアドバイスに全
面的に支えられ、ギャップ分析、評
価、認証を含むマネジメントシステム
の適合を専門としています。私たちは
全ての問題を正確で分析的な精度で徹
底的に探求します。私たちは、正確な
結論を導き出すために、あらゆる手を
尽くし、あらゆる疑問を解決していき
ます。

公平性

コンサルティング会社と第三者認証機
関との間に存在し得る利益相反を含
め、LRQAの全業務において利益相反
を積極的に管理することで公平性を維
持しています。

LRQAを選ぶ理由
クライアントと協力し、直面するリス
クを管理・軽減することで、急速に変
化する世界への積極的な対処をいつで
もLRQAが支援します。コンプライア
ンスからデータによるサプライチェー
ン改革まで、未来の状況を成り行きに
任せるのではなく、クライアントが自
ら構築するサポートをするのがLRQA
の役目です。そのために以下を提供し
ています。

戦略的ビジョン

LRQAの技術的ノウハウ、業界の専門
知識、革新的で先見性のあるアプロー
チが、現在の課題に対応し、将来的に
より安全で、よりクリーンで、より弾
力的で、より倫理的な組織になること
を支援します。

技術的な専門知識

LRQAのスタッフは、認証、検査サー
ビス、サステナビリティ、教育・訓
練、サイバーセキュリティなどのセク
ターや技術における一流の専門家で
す。クライアント固有の課題、規格、
要求事項を明確に理解したうえで、
認証、食品安全、サイバーセキュリ
ティ、検査、教育研修に関する深い知
識を提供し、クライアントの課題への
対応を支援します。

グローバルな審査能力

160か国以上で事業を展開し、世界中
で30以上の認定機関に認められ、幅広
いセクターをカバーしています。お客
様のビジネスとサプライチェーンの両
方において、リスクマネジメント、ビ
ジネス改善の推進、利害関係者との信
頼関係の構築、サステナビリティ目標
の達成を支援することができます。

効果的なパートナーシップ

どのビジネスにも固有の特徴がありま
す。だからこそ、LRQAの専門家がク
ライアントと協力して、クライアント
のニーズと目標を完全に理解し、最適
な支援方法を検討します。

新しい視点

LRQAには率先して業界を構築してき
た実績があり、あらゆる機会を活かし
てクライアントと協力し、新たなアイ
デア、サービス、イノベーションの開
拓を絶えず続けています。
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YOUR FUTURE. OUR FOCUS.

LRQAについて
認証・サイバーセキュリティ・検査・教育研修分野の比類なき専門知識を結集
することにより、当社は世界的な認証のリーディングプロバイダーの地位を
確保しています。

その伝統は誇るべきものですが、顧客との今後のパートナー関係を構築す
る上で、本当に重要なのは現在の当社の姿です。揺るぎない価値・リス
ク管理、軽減における数十年の経験・未来への的確なフォーカスを組
み合わせることで、より安心・安全・持続可能なビジネス構築に向け
てお客様をいつでも支援します。

独立した審査・認証・教育研修から、リアルタイムの認証技術・
データによるサプライチェーン改革まで、当社の革新的なエンド
ツーエンドのソリューションが、変化の速いリスク環境に積極
的に対処できるようお客様をサポートします。つまり、未来の
状況を成り行きに任せるのではなく、お客様が自ら構築でき
るようになるのです。

LRQAリミテッド
〒220-6010
横浜市西区みなとみらい2-3-1
クイーンズタワーA10階

本書に示すすべての情報が正確かつ最新であるように、
LRQA リミテッドでは細心の注意を払っています。
ただし、情報の不正確さや変更について当社は一切
の責任を負いません。
LRQA は、LRQA Group Limited およびその子
会社の商号です。
詳細については www.lrqa.com/entities を 
ご参照ください。
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お問い合わせ
詳細については、
https://www.lrqa.com/ja-jp/
をご覧ください。

http://www.lrqa.com/entities
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